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別紙１（オプトアウト用） 

当病院をご利用いただく患者の皆様へ 

 

当病院では下記の臨床研究を実施しております。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用または提供されることを希望 

されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。 

 

研究課題名 外来抗菌薬の使用量からみた AS活動の評価と課題 

研究責任者 国家公務員共済組合連合会 舞鶴共済病院 薬剤科 竹田 和也 

本研究の目的 

耐性菌の増加に歯止めが利かない昨今の情勢より、厚労省にて薬剤耐性アクショ

ンプランが制定され、外来での急性気道感染症および急性下痢症に対する抗菌薬

適正使用の推進が求められています。当院抗菌薬適正使用支援チームでは 2020年

度より外来抗菌薬の処方量を把握し、適正使用の働きかけを行っております。本

研究では抗菌薬適正使用支援チームにて活動を行う前後で、各診療科における外

来抗菌薬使用量を比較し、変化した要因について検討します。 

調査データ 

該当期間 

2018年 1月～2023年 12月までの情報を調査対象とします。 

（※研究全体の実施予定期間ではなく、研究として収集する調査データの期間です） 

研究の方法 

（使用する試料等） 

●対象となる方 

当院において、2018年 1月～2023年 12月までの期間に外来受診された方。 

 

●利用する情報 

処方薬剤（抗菌薬のみ） 

試料／情報の 

他の研究機関への 

提供および提供方法 

予定しておりませんが、研究対象の個人情報を医療機関外に提供する場合は医療

機関内での連結不可匿名化を行います。 

個人情報の取り扱い 

利用する情報から氏名や住所等の患者様を直接特定できる個人情報は削除致しま

す。また、研究成果は学会等で発表を予定していますが、その際も個人を特定で

きる情報は利用しません。 

本研究の資金源 

（利益相反） 
本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業等はありません。 

お問い合わせ先 
TEL：0773-62-2510 

担当者：舞鶴共済病院 薬剤科 浜田凌介、多賀野正嗣 

備考  

 

 


